[image: image2.png]BETE IBOTEREDE)

S&H





[image: image1.png]-2
=
o et bt
Uit o

wa ARy
Py



[image: image2.png]　



高森町は、今後の南阿蘇鉄道の健全で持続可能な運営を通じた地域おこし活動に積極的に取り組んでいただける「地域おこし協力隊」を、新たに５名募集いたします。
高森町ってどんなところ？
熊本県阿蘇郡高森町は、阿蘇山の麓、熊本県の最東端、北東は大分県竹田市、南東は宮崎県高千穂町との三県境に位置しており、総面積は１７５．０６ｋ㎡です。また、世界一大きな阿蘇山のカルデラの中にあるという特色ある自然環境や豊かな特色ある食文化など、独自の文化が根付く大自然に恵まれた町です。

産業は観光業と農林畜産業が主体です。観光地には南阿蘇鉄道や高森湧水トンネルなど、多くの観光スポットがあり、あか牛やヒゴムラサキ（赤ナス）など多くの特産品があります。

なぜやるのか？
高森町は、阿蘇五岳の一つ‘根子岳‘の麓に位置し、阿蘇の雄大な自然景観、田園風景の中を走行するトロッコ列車や大自然の恵みを受けた食文化・歴史など多くの観光資源に恵まれています。
そうした観光資源の中でも、高森町の玄関口（本町が始発終着駅）である高森駅のある南阿蘇鉄道は、地域唯一の鉄道公共交通機関として熊本県立高森高校への通学や通院での利用はもちろん、田園風景の中を走行する風光明媚な路線であることから、トロッコ列車などを活用し、観光面にも力を入れてきました。コロナの５類移行に伴い、インバウンド客も年々増加し、熊本が誇る阿蘇の観光資源として欠かせない鉄道として愛され、地域住民にとっては必要不可欠な公共交通、本町の観光振興における重要な役割を担っています。
平成２８年の熊本地震で南阿蘇鉄道は、線路やトンネル・橋梁などに甚大な被害を受け、やむなく大幅な人員削減を実施することとなり、部分的な運転再開を実施しながら、国・県及び沿線自治体が一体となって全線復旧・復興へ向けて取り組み、地域住民をはじめ多くの方々の支援・協力のもと、令和５年７月１５日に全区間での全線運転再開を、令和６年７月には高森駅舎並びに駅周辺整備を完了することができました。その約７年半の復旧・復興期間中においてはコロナの影響もあり、南阿蘇鉄道利用人数及び町内への観光客も激減しましたが、全線運転再開を期に南阿蘇鉄道利用者及び観光客数も熊本地震被災前の状況に戻りつつあります。
しかし、南阿蘇鉄道の運営体制について、熊本地震からの復旧・復興をプロジェクトとする地域おこし協力隊が任期満了後に３名入社されましたが、被災前の半数程度の社員数で今後のインバウンドも含めて増加することが見込まれる利用客及び観光客に対応しなければならないという課題も生じています。
このような状況を踏まえ、本町の観光産業及び地域公共交通の“宝”である『南阿蘇鉄道』の今後の持続可能で安定的な経営を実現化するための人材育成及び人材確保支援にさらに継続して取り組む必要があります。この取り組みにより、日本国内をはじめインバウンドによる世界各国の観光需要を高森町へ取り込むことにより、地域経済を潤し、活気あるまちづくりを実現することで、地域活性化にもつながります。
そこで、こうした南阿蘇鉄道の持続可能な経営を実現化に向けて「高森町地域おこし協力隊」として、一緒に活動していただける人材を５名募集します。
地域住民や町の各団体の関係者、役場の担当者がしっかりサポートさせていただきます。
１　募集人数　　　５名
２　業務概要
南阿蘇鉄道持続可能な経営実現化プロジェクト業務担当（５名）
南阿蘇鉄道は、熊本が誇る阿蘇地域の観光資源となるもので、南阿蘇地域の観光の要となるものです。
南阿蘇鉄道の安定した持続可能な経営を実現するにあたり、人材育成及び確保の支援を行うとともに、高森駅を主体とした様々な商品販売等の事業展開することで地域の活性化につながるものと考えています。
　期間を通じての活動は次のとおりです。
1 特色ある地域と南阿蘇鉄道が連携する駅を主体とした商品等の企画立案から販促・販売などの実施
2 地域と南阿蘇鉄道のPR活動など情報発信（ホームページ、SNSなどの活用）
3 四季折々に応じた営業（販売促進）及び誘客活動（TPCなどのメディア媒体活用）
4 トロッコ列車をはじめとする観光企画列車などでの案内ガイド
5 鉄道運営に必要な専門技術の継承・伝承
6 駅利用者が快適に利用できる環境づくり（駅周辺美化環境整備など）
地域おこし協力隊としての委嘱期間終了後は、活動によって得たノウハウ、または地域関係団体や地域住民とのネットワークを活かし、南阿蘇鉄道の担い手（社員）を目指していただくことも可能です。
３ 募集対象
①　年齢・性別・学歴は不問

②　心身ともに健康で前向きに挑戦する意欲のある方

③　過疎・山村・離島・半島地域以外の３大都市圏をはじめとする都市地域（過疎地域等条件不利地域を除く）に生活の拠点がある方で、熊本県阿蘇郡高森町に住民票を移動できる方

④　基本的に３年間は継続して活動することができる方

⑤　南阿蘇鉄道を含む地域活性化に意欲があり、地域課題の解決に積極的に取り組むことができる方
⑥　普通運転免許（AT限定可）を所持し、実際に運転ができる方

⑦ 一般的なパソコンの操作ができる方

⑧　地方公務員法第１６条に規定する欠格条項に該当しない方
⑨　過去に、高森町地域おこし協力隊として応募し、不採用となった方は除く。
４　勤務地及び勤務時間
高森町大字高森地内
９：００から１６：００（６時間勤務）、１日当たり６時間とし、週５日勤務を原則とします。
　土・日曜日もしくは祝日に勤務された場合は休日を勤務日（平日）に振り替えます。
　※南阿蘇鉄道社員の勤務シフトでの勤務になる場合もあります。
　　その場合、地域おこし協力隊活動時間外（週３０時間以外）については、副業として南阿蘇鉄道と事前に就業契約等を個人ごとに結び、その分の対価（賃金等）は南阿蘇鉄道からの支給となります。
５ 委嘱期間
委嘱期間は、委嘱日から１年間とします。ただし、最長で委嘱から３年間まで更新することができます。

※採用決定後、町が指定する年月日にて委嘱し活動を開始していただきます。

６ 給与・福利厚生等

（１）活動報酬

　　　　月額　１９０，０００円　別途賞与有

（２） 待遇及び福利厚生

①　住居の毎月の費用は高森町が負担（協力隊期間中は全額補助）します。（空き家、民間賃貸物件など）

光熱水費、転居にかかる費用、その他の生活費は、個人負担とします。

②　活動に必要な経費は、予算の範囲内で高森町が負担します。
７ 応募手続
（１）応募受付

①応募を受け付け次第、随時選考を行います。

②採用者が決定した場合は応募を締め切らせていただきます。

③郵送又は持参で受け付けます。なお、提出された書類は返却しません。

（２）提出書類

①応募用紙（高森町ホームページからダウンロード）

②企画書　（高森町ホームページからダウンロード、パソコン印字可、資料の別添も可）

「高森町で実現したいこと」を企画書にまとめて提出してください。

※顔写真（データ写真可）は企画書に貼り付けてください。

８ 選考方法

（１）第１次選考【書類選考】

書類選考の上、応募書類受理から２週間以内に結果を応募者へ発送します。

※応募書類受理から２週間以内までに連休等を挟む場合は遅れる場合があります。

（２）第２次選考【プレゼンテーション・面接】

第１次選考合格者を対象に第２次選考（企画書をもとにしたプレゼンテーション）を行います。詳細については、第１次選考結果の通知の際にお知らせします。なお、２次選考の結果は、面接時にご説明致します。

※書類申請費用、交通費等の応募に係る経費は全て個人負担とします。

※プレゼンテーションの際、パソコン、パワーポイント及びプロジェクター等は町で準備します。

９　応募先・問い合わせ先

　　　　〒869-1602　　熊本県阿蘇郡高森町大字高森２１６８番地　

高森町役場　政策推進課（担当：本田）
　　　　　電 話　　0967-62-2913　　HP　 http://www.town.takamori.kumamoto.jp/

担当者電子メール　　seisaku@town.kumamoto-takamori.lg.jp　　　　

令和６年１１月





高森町地域おこし協力隊募集











熊本地震からの復旧・復興を果たした南阿蘇鉄道の


今後の持続可能な運営に一緒に取組みませんか？








